
「
選
ば
れ
る
ま
ち
　住
み
続
け
た
い
ま
ち
」
を
目
指
し
て

市
長
施
政
方
針

令
和
6
年
度

令
和
５
年
度
を
振
り
返
っ
て

　
昨
年
５
月
に
、
猛
威
を
振
る
っ
た
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
、
感
染
症
法
上
「
５
類
」

に
移
行
し
た
こ
と
か
ら
、
行
動
制
限
が
解
除
さ

れ
、
平
時
の
経
済
活
動
が
再
開
さ
れ
る
な
ど
、

今
ま
で
ど
お
り
の
日
常
が
戻
っ
て
き
た
こ
と
へ

の
う
れ
し
さ
を
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。一
方
で
、市
民
の
生
活
に
目
を
向
け
ま
す
と
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
・
原
材
料
の
価
格
高
騰
な
ど
に
よ

り
市
民
や
事
業
者
に
と
っ
て
大
変
厳
し
い
状
況

が
続
い
た
こ
と
か
ら
、
市
民
の
暮
ら
し
を
守
る

こ
と
を
最
重
要
課
題
と
し
て
取
り
組
ん
だ
年
で

も
あ
り
ま
し
た
。

　
子
育
て
・
教
育
の
面
で
は
、
国
の
出
産
・
子

育
て
応
援
交
付
金
事
業
を
活
用
し
、
出
産
・
子

育
て
期
ま
で
一
貫
し
て
身
近
で
相
談
に
応
じ
る

伴
走
型
相
談
支
援
と
経
済
的
支
援
を
一
体
と
し

て
実
施
す
る
「
下
妻
う
え
る
か
む
ベ
ビ
ー
応
援

事
業
」
に
取
り
組
み
、
す
べ
て
の
妊
婦
や
子
育

て
家
庭
が
安
心
し
て
出
産
・
子
育
て
が
で
き
る

よ
う
、
子
育
て
世
代
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
ま
い
り

ま
し
た
。

　
ま
た
、
児
童
・
生
徒
の
減
少
に
よ
る
学
校
の

小
規
模
化
が
進
む
中
で
、
子
ど
も
た
ち
の
教
育

条
件
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、「
下

妻
市
立
小
中
学
校
適
正
規
模
適
正
配
置
検
討
委

員
会
」
を
立
ち
上
げ
、
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実

施
し
、
下
妻
市
立
小
中
学
校
適
正
規
模
適
正
配

置
基
本
計
画
の
令
和
７
年
度
で
の
策
定
に
向
け

た
検
討
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
て
お
り
ま
す
。

地
域
経
済
の
活
性
化
に
向
け
て

　
次
に
、
地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
る
企
業
誘

致
に
つ
い
て
は
、市
内
10
箇
所
目
と
な
る
古
沢
・

袋
畑
地
区
の
「
し
も
つ
ま
中
央
工
業
団
地
」
は
、

令
和
７
年
３
月
の
完
成
に
向
け
て
順
調
に
工
事

が
進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
国
内
大
手
菓
子
メ

ー
カ
ー
で
あ
る
カ
ル
ビ
ー
㈱
の
進
出
が
決
ま
っ

て
お
り
、
今
後
は
工
場
建
設
が
ス
ム
ー
ズ
に
進

む
よ
う
、
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
体
制
で
サ
ポ
ー
ト
し

て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
平
沼
地
区
に
建
設
さ

れ
る
ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル
の
「
ル
ー
ト
イ
ン
下
妻
」

は
、
令
和
７
年
９
月
の
オ
ー
プ
ン
を
目
指
し
て

建
設
工
事
が
始
ま
り
ま
す
。
ル
ー
ト
イ
ン
ジ
ャ

パ
ン
株
式
会
社
と
は
既
に
包
括
連
携
に
関
す
る

基
本
協
定
を
締
結
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
今
後

は
産
業
振
興
や
観
光
Ｐ
Ｒ
、
雇
用
機
会
の
創
出
、

災
害
対
策
な
ど
に
つ
い
て
相
互
に
連
携
・
協
力

す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
効
果
が
期
待
さ
れ
る

と
こ
ろ
で
す
。

　
ま
た
、
企
業
誘
致
に
伴
う
住
宅
政
策
に
つ
い

て
で
す
が
、
先
の
「
し
も
つ
ま
鯨
工
業
団
地
」

で
の
エ
ス
テ
ィ
ロ
ー
ダ
ー
や
フ
ジ
パ
ン
の
操
業

開
始
を
は
じ
め
、
「
し
も
つ
ま
中
央
工
業
団
地
」

に
お
け
る
企
業
誘
致
の
経
緯
か
ら
も
見
え
る
よ

う
に
、
市
内
に
は
民
間
企
業
に
よ
る
ア
パ
ー
ト

建
設
が
着
々
と
進
ん
で
お
り
、
社
員
な
ど
の
移

住
も
増
え
て
き
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
新

た
な
産
業
の
流
入
を
契
機
と
し
た
地
域
経
済
の

活
性
化
と
安
定
し
た
雇
用
か
ら
、
若
い
世
代
の

移
住
・
定
住
に
つ
な
が
る
よ
う
、
住
宅
政
策
を

誰もが健やかに暮らせる
「安心なまち」

子育て世帯の経済的負担軽減を

図るため、保育料を減額改定し

ます。さらに、多胎児や低出生

体重児、早産児等産後の経過で

発育発達に不安を抱える保護者

に対し、相談事業をスタートし

ます。

にぎわいと活気を生み出す
「活力あるまち」

梨の新規就農を目指す研修生を

支援するため、離農者の梨園地

をスムーズに継承できるよう、

技術を習得するまでの間、下妻

市果樹組合連合会が梨園地を維

持管理し、梨の独立就農を支援

していきます。

人と文化を育む
「心豊かなまち」

早期から英語体験をより身近な

ものにするため、楽しく遊びな

がら英語に触れ合えるよう市立

保育園に外国人講師を派遣し、

保育園から中学校まで一貫した

英語教育の充実を図っていきま

す。

第６次下妻市総合計画に基づく、６つの基本目標を推進していくため
令和６年度に行う主な事業を紹介します。

第６次下妻市総合計画に基づく、６つの基本目標を推進していくため
令和６年度に行う主な事業を紹介します。

主要事業主要事業

持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て

　
さ
て
、
令
和
６
年
度
の
国
の
予
算
編
成
に
お

け
る
基
本
方
針
に
目
を
向
け
ま
す
と
、
足
元
の

物
価
高
に
対
応
し
つ
つ
、
持
続
的
で
構
造
的
な

賃
上
げ
や
デ
フ
レ
か
ら
の
完
全
脱
却
と
民
需
主

導
の
持
続
的
な
成
長
の
実
現
に
向
け
、
少
子
化

対
策
・
こ
ど
も
政
策
の
抜
本
的
強
化
を
は
じ
め
、

防
災
・
減
災
、国
土
強
靱
化
な
ど
、国
民
の
安
全
・

安
心
を
確
保
す
る
た
め
の
重
要
な
政
策
課
題
に

つ
い
て
必
要
な
予
算
措
置
を
講
ず
る
と
し
て
お

り
ま
す
。

　
市
政
運
営
に
お
い
て
も
、
こ
う
し
た
国
の
政

策
動
向
を
十
分
に
注
視
し
、
「
子
育
て
・
教
育

施
策
」
お
よ
び
「
防
災
・
減
災
対
策
」
に
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
加
え
て
、
長
引
く
物
価
高
騰
へ
の
対
策
や
ゼ

ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
の
実
現
に
向
け
た
各
種
取

組
の
強
化
、
自
治
体
Ｄ
Ｘ
の
推
進
に
も
柔
軟
か

つ
機
動
的
に
対
応
し
、
本
市
が
目
指
す
将
来
都

市
像
の
実
現
に
向
け
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を

「
選
択
と
集
中
」
「
ス
ピ
ー
ド
感
」
を
も
っ
て
展

開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

強
化
し
て
い
き
ま
す
。

　
市
民
の
利
便
性
向
上
や
地
域
の
活
性
化
に
つ

な
げ
る
広
域
連
携
・
地
域
間
交
流
で
は
、
昨
年

７
月
に
常
総
市
・
八
千
代
町
・
下
妻
市
の
３
市

町
に
お
い
て
「
交
流
連
携
協
定
」
並
び
に
「
災

害
時
に
お
け
る
相
互
応
援
に
関
す
る
協
定
」
を

締
結
し
ま
し
た
。
今
後
も
隣
接
市
町
と
い
う
強

み
を
生
か
し
、
市
町
民
交
流
、
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ

ー
シ
ョ
ン
、
災
害
支
援
な
ど
の
分
野
で
連
携
・

協
力
が
期
待
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
加
え
て
、
姉

妹
都
市
の
あ
わ
ら
市
に
「
道
の
駅
・
蓮
如
の
里

あ
わ
ら
」
が
オ
ー
プ
ン
し
た
こ
と
を
契
機
に
、

お
互
い
の
道
の
駅
で
地
元
特
産
品
を
販
売
し
た

り
、
水
産
業
支
援
か
ら
道
の
駅
し
も
つ
ま
で
開

催
し
た
北
海
道
雄
武
町
「
海
鮮
フ
ェ
ア
」
で
は

連
日
好
評
を
得
た
り
す
る
な
ど
、
今
後
も
地
域

間
の
経
済
交
流
を
深
め
る
こ
と
に
よ
り
経
済
の

活
性
化
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て
は
、
本
市
の
特
産

品
で
あ
る
米
や
豚
肉
、
梨
、
メ
ロ
ン
な
ど
の
新

鮮
な
農
畜
産
物
は
も
と
よ
り
、
エ
ス
テ
ィ
ロ
ー

ダ
ー
下
妻
工
場
が
製
造
す
る
化
粧
品
の
返
礼
品

が
堅
調
な
推
移
を
見
せ
て
お
り
ま
す
。
加
え
て
、

「
ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品
開
発
等
支
援
補
助
金
」

に
よ
る
新
規
返
礼
品
の
開
発
な
ど
に
よ
り
、
令

和
５
年
度
の
寄
附
額
が
大
幅
に
増
加
し
、
昨
年

の
約
２
倍
と
な
る
約
12
億
円
が
見
込
ま
れ
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

※

本
文
は
、
令
和
６
年
第
１
回
下
妻
市
議

会
定
例
会
に
お
い
て
表
明
し
た
施
政
方
針

を
抜
粋
・
要
約
し
た
も
の
で
す
。
詳
し
く
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

れ
ん  

に
ょ

下妻市長　菊池　博

市民と共に次世代を築く
「自立したまち」

デジタル技術を活用した市民サ

ービス向上と業務の効率化を図

るため、市公式ＬＩＮＥを使っ

てオンラインで行政手続きを行

うことができるサービス（スマ

ホ市役所）の提供など、一層の

ＤＸ推進に取り組んでいきます。

自然と都市が共生する
「快適なまち」

地域公共交通の推進のため、昨
年度に続き、高齢者および障害
者福祉タクシー利用助成券の交
付者に対し、長距離専用タクシ
ー助成券を交付して、外出機会
の創出と地域の生活交通におけ
るさらなる利便性向上を図って
いきます。

環境にやさしく災害に強い
「安全なまち」

これまで避難所にある備蓄倉庫

は、１棟または２棟でしたが、

すべて２棟となるように増設し、

避難所機能を強化します。さら

に、避難所の備蓄品の追加整備

を進め、災害対応力の強化を図

っていきます。

2広報しもつま 2024.４3 広報しもつま 2024.４


